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月別・熱中症救急搬送者数の年次推移
（総務省消防庁公表資料）
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年齢階級別・熱中症救急搬送者数の年次推移
（総務省消防庁公表資料）
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総務省消防庁HP
●令和３年（５月から９月）の熱中症による救急搬送状況

●熱中症情報
・令和4年度の情報
・熱中症による救急搬送人員に関するデータ
消防庁では、消防機関、医療機関及び都道府県の協力により、平成20年から熱中症による救急搬送人員の調
査を実施しています。 下記に、各年の月別データを公表していますので、熱中症予防の普及啓発に資するべく、よ
り詳細な分析を行う場合にデータをご利用ください。

【提供データ】

〇調査期間：平成20、21年7～9月、平成22～26年6～9月、平成27～令和元年5～9月、令和2年6月～9月、令和
3年5月～9月
〇提供内容 ・都道府県別日別の搬送人員

・ 〃 年齢区分別搬送人員
・ 〃 初診時における傷病程度別搬送人員
・ 〃 発生場所ごとの項目別搬送人員（平成29年～）



性別・熱中症死亡者数の年次推移
（厚生労働省統計情報部資料）
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年次別・性別・年令階級別死亡率
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幼児死亡の内訳（1995～2017年）
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厚生労働省熱中症死亡情報

●熱中症による死亡数 人口動態統計（確定数）より
年齢（５歳階級）別にみた熱中症による死亡数の年次推移（平成７年～令和２年）
都道府県別にみた熱中症による死亡数の年次推移（平成25年～令和２年）

数値データを.xls形式でダウンロードできます。

厚生労働省人口動態統計（e-Stat）

政府統計名 人口動態調査
提供統計名 人口動態調査
提供分類１ 人口動態統計
提供分類２ 確定数
提供分類３ 死亡
提供周期 年次
調査年月 1980年～2020年
※熱中症 T67、X30、W92：下巻1-1 死亡数，死因（三桁基本分類）・性・年齢（５歳階級）別

https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/tokusyu/necchusho20/dl/nenrei.pdf
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/tokusyu/necchusho20/dl/kenbetsu.pdf
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/tokusyu/necchusho20/xls/necchusho.xlsx


地区別・年次別患者数
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年令階級別・日最高気温別熱中症患者発生率
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男性
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ハイリスク集団

生物学的弱者

高齢者、病弱者、小児、（男性？）

社会的弱者

高齢者、小中高生、成壮年（労働者）

その他（脆弱）





熱中症患者発生率の将来推計

（1981-2000年比, MIROC）
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WBGT＝ 0.7×湿球温度

＋ 0.2×黒球温度

＋ 0.1×乾球温度

黒球



湿球温度←乾球温度、相対湿度

黒球温度←乾球温度、全天日射量

WBGT温度（屋外）推定の手順

WBGT温度←乾球温度、相対湿度、全天日射量

WBGT温度←湿球温度、黒球温度、乾球温度




